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1. 平成27年2月期第3四半期の連結業績（平成26年3月1日～平成26年11月30日） 

   
   

(2) 連結財政状態 

    
   
   

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年2月期第3四半期 23,858 △14.5 189 42.7 △14 ― △138 ―
26年2月期第3四半期 27,894 △2.9 133 ― 19 ― 10 ―

（注）包括利益 27年2月期第3四半期 △102百万円 （―％） 26年2月期第3四半期 41百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年2月期第3四半期 △16.89 ―
26年2月期第3四半期 1.50 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年2月期第3四半期 13,723 363 2.6
26年2月期 13,363 86 0.7
（参考）自己資本 27年2月期第3四半期 363百万円 26年2月期 86百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
   
    
    
   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年2月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
27年2月期 ― 0.00 ―
27年2月期（予想） 0.00 0.00

3. 平成27年 2月期の連結業績予想（平成26年 3月 1日～平成27年 2月28日）  
（％表示は、対前期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 
 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 31,700 △14.1 199 45.1 35 ― △100 ― △12.60



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
（注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 
   

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。  
  

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年2月期3Q 10,163,000 株 26年2月期 8,415,000 株
② 期末自己株式数 27年2月期3Q 1,381,011 株 26年2月期 1,381,011 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年2月期3Q 8,216,273 株 26年2月期3Q 7,033,993 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や日銀の金融緩和政策、円高の修正等により、

製造業を中心として企業収益改善への期待が高まりました。一方、流通業界においては、消費税増税等もあってお客

様の節約志向は根強く、他社との競争が続き依然として厳しい経営環境にありました。

このような状況の下、当社グループは足元の業績や消費税増税等の今後の市場動向を踏まえ、抜本的な事業構造改

革を伴う中期経営計画を策定（平成26年2月４日開示）し、中長期的な事業構造規模の拡大と収益性の向上を実現す

るための施策に着手いたしました。具体的には、①既存店舗の収益力強化やデリカのインストア製造強化等の「店舗

価値向上」、②不採算店舗の閉鎖等の「事業構造の改革」の２点の実行を柱としております。

当第３四半期連結累計期間においては、上記計画に基づき、惣菜部門においてはインストアで製造した「出来た

て、作り立て」商品の展開等を強化いたしました。また、おいしい上質な商品の提供を目的とし、素材にこだわった

ワンランク上の商品も取り組みました。事業構造改革店舗戦略においては、不採算店舗６店舗および食品センターを

平成26年４月末までに順次閉鎖いたしました。この結果、平成26年11月末時点の店舗数は26店舗（前年11月末時点は

32店舗）となりました。

売上高につきましては、不採算店舗６店舗の閉鎖に伴う売上減少、競合他社との競争等の影響により減収となりま

した。粗利益面では、仕入チャネルの開発、発注精度の向上およびロス削減に努めた結果、粗利益率は改善いたしま

したが売上高の減少が大きいため、粗利益額は減少いたしました。一方、経費面では、人件費や消耗品等を中心に販

売費および一般管理費の削減を推し進めました。また、当社グループは有限会社小山興産への貸付金に対して、今

般、当該会社の収入状況および財務状況等を勘案し、回収可能性について検討したところ、その回収に懸念が生じま

したので、当該債権の全額である７千万円を貸倒引当金繰入額（営業外費用）として計上いたしました。（詳細につ

きましては、本日開示しております「貸倒引当金繰入額の計上に関するお知らせ」をご参照ください）

以上の営業活動の結果、当第３四半期の連結業績は、売上高238億５千８百万円（前年同四半期比14.5％減）とな

り、経常損失は１千４百万円（前年同四半期は１千９百万円の経常利益）、四半期純損失は１億３千８百万円（前年

同四半期は１千万円の四半期純利益）となりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

流動資産は、前連結会計年度末に比べて、８億６千８百万円増加しておりますが、これは主として現金及び預金

が11億９千万円増加したものの、その他のうちの未収入金が１億９千２百万円減少したことによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて、５億８百万円減少しておりますが、これは主として有形固定資産が４

億６千７百万円減少したことによります。

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて、３億５千９百万円増加し、137億２千３百万円となりました。

(負債)

流動負債は、前連結会計年度末に比べて、22億２千２百万円増加しておりますが、これは主として短期借入金が

21億３千７百万円増加したことによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて、21億３千９百万円減少しておりますが、これは主として、長期借入金

が18億１千８百万円、リース債務が２億２百万円減少したことによります。

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて、８千３百万円増加し、133億５千９百万円となりました。

(純資産)

純資産は、前連結会計年度末に比べて、２億７千６百万円増加しておりますが、これは主として第三者割当増資

により資本金及び資本剰余金がそれぞれ１億８千９百万円増加したものの、四半期純損失により利益剰余金が１億

３千８百万円減少したことによります。

この結果、純資産合計は、３億６千３百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成26年10月７日に公表いたしました「平成27年２月期 第２四半期累計期間業績予想との差異及び通期業績予想の修

正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該実効税率を乗じて計算しております。ただ

し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率

を使用する方法によっております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．継続企業の前提に関する重要事象等

当社グループは、第46期において売上高の減少により２期連続の経常損失、３期連続の当期純損失を計上いたし

ました。当第３四半期連結累計期間におきましては、中期経営計画に基づき収益力の強化を推し進めましたが、不

採算店舗６店舗及び食品センターの閉鎖を行ったこと等により、売上高は238億５千８百万円（前年同四半期比14.5

％減）となりました。また、中期経営計画に基づく経費の削減により営業利益１億８千９百万円（前年同四半期比

42.7％増）を計上しましたが、経常損失１千４百万円（前年同四半期は１千９百万円の経常利益）、四半期純損失１

億３千８百万円（前年同四半期は１千万円の四半期純利益）を計上しております。

当該状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。

当社グループは、当該状況を解消すべく、以下の項目を基本方針とする中期経営計画を策定しており、その実現

に取り組んでおります。

①生鮮デリカの強化、価値創造企業への転換

単なる価格競争から、価値創造への転換を通じ、お客様の食生活に満足と喜びを提供してまいります。特に生

鮮部門と惣菜部門の連携を強化し、「ヘルシー」「おいしさ」「出来たて」をキーワードとしたより魅力的な商品の

提供を行ってまいります。

②事業フォーマットの明確化による店舗の収益力の強化

通常のスーパーマーケット店舗と生鮮＆業務スーパー店舗の事業フォーマットの方向性を明確にし、戦略的な

店舗投資等による店舗価値の向上により、店舗の収益力を強化してまいります。

③構造改革によるキャッシュ・フローの改善

人員体制の適正化及び競争力のある店舗に経営資源を集中する等により、キャッシュ・フローを改善させてまい

ります。また、取引金融機関と借入金元本の一定期間の返済猶予について協議を行い同意を得ております。

④財務基盤安定のための資本増強

上記の経営改善策を進めることにより、収益力を強化するとともに、資本増強等も検討してまいります。これ

らにより、経営基盤及び財務基盤の安定化を図ってまいります。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 659,937 1,850,585

売掛金 248,037 284,601

リース投資資産 467,925 450,305

たな卸資産 1,043,779 913,757

その他 826,530 615,621

貸倒引当金 △2,000 △2,000

流動資産合計 3,244,210 4,112,871

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,306,798 4,980,672

土地 1,758,506 1,758,506

リース資産（純額） 844,810 712,904

その他（純額） 53,784 44,085

有形固定資産合計 7,963,899 7,496,168

無形固定資産

のれん 13,333 9,583

リース資産 58,513 54,237

借地権 1,031,782 1,031,134

その他 54,024 50,398

無形固定資産合計 1,157,653 1,145,354

投資その他の資産

投資有価証券 538,365 588,153

差入保証金 439,673 433,598

その他 167,146 153,074

貸倒引当金 △147,700 △206,100

投資その他の資産合計 997,485 968,727

固定資産合計 10,119,038 9,610,249

資産合計 13,363,248 13,723,121

決算短信 （宝印刷）  2015年01月09日 14時56分 7ページ （Tess 1.40 20131220_01）



株式会社マツヤ(7452) 平成27年２月期 第３四半期決算短信

－ 6 －

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年11月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,596,110 1,839,747

短期借入金 4,498,002 6,635,529

リース債務 247,512 242,975

未払法人税等 44,219 27,204

賞与引当金 - 8,000

その他 1,118,506 973,667

流動負債合計 7,504,351 9,727,124

固定負債

長期借入金 3,292,837 1,474,519

リース債務 872,261 670,132

繰延税金負債 308,211 308,993

退職給付引当金 453,872 325,108

資産除去債務 371,021 450,101

その他 473,822 403,518

固定負債合計 5,772,025 3,632,373

負債合計 13,276,377 13,359,498

純資産の部

株主資本

資本金 1,097,000 1,286,658

資本剰余金 819,000 1,008,658

利益剰余金 △988,851 △1,127,589

自己株式 △887,919 △887,919

株主資本合計 39,229 279,807

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 47,642 83,815

その他の包括利益累計額合計 47,642 83,815

純資産合計 86,871 363,623

負債純資産合計 13,363,248 13,723,121
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
　至 平成26年11月30日)

売上高 27,894,725 23,858,338

売上原価 21,380,257 18,239,667

売上総利益 6,514,467 5,618,671

その他の営業収入 872,949 790,414

営業総利益 7,387,416 6,409,085

販売費及び一般管理費 7,254,357 6,219,194

営業利益 133,058 189,891

営業外収益

受取利息 2,243 1,832

受取配当金 7,671 6,822

その他 21,919 14,653

営業外収益合計 31,835 23,309

営業外費用

支払利息 144,166 155,474

貸倒引当金繰入額 - 70,000

その他 885 2,008

営業外費用合計 145,051 227,483

経常利益又は経常損失（△） 19,842 △14,283

特別利益

投資有価証券売却益 7,831 -

特別利益合計 7,831 -

特別損失

固定資産除却損 3,553 -

減損損失 - 113,064

特別損失合計 3,553 113,064

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前
四半期純損失（△）

24,120 △127,347

法人税等 13,548 11,390

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株
主損益調整前四半期純損失（△）

10,571 △138,737

少数株主利益 - -

四半期純利益又は四半期純損失（△） 10,571 △138,737
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
　至 平成26年11月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株
主損益調整前四半期純損失（△）

10,571 △138,737

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 30,797 36,173

その他の包括利益合計 30,797 36,173

四半期包括利益 41,369 △102,564

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 41,369 △102,564

少数株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当社グループは、第46期において売上高の減少により２期連続の経常損失、３期連続の当期純損失を計上いたし

ました。当第３四半期連結累計期間におきましては、中期経営計画に基づき収益力の強化を推し進めましたが、不

採算店舗６店舗及び食品センターの閉鎖を行ったこと等により、売上高は23,858,338千円（前年同四半期比14.5％

減）となりました。また、中期経営計画に基づく経費の削減により営業利益189,891千円（前年同四半期比42.7％

増）を計上しましたが、経常損失14,283千円（前年同四半期は19,842千円の経常利益）、四半期純損失138,737千円

（前年同四半期は10,571千円の四半期純利益）を計上しております。

当該状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。

当社グループは、当該状況を解消すべく、以下の項目を基本方針とする中期経営計画を策定しており、その実現

に取り組んでおります。

①生鮮デリカの強化、価値創造企業への転換

単なる価格競争から、価値創造への転換を通じ、お客様の食生活に満足と喜びを提供してまいります。特に生

鮮部門と惣菜部門の連携を強化し、「ヘルシー」「おいしさ」「出来たて」をキーワードとしたより魅力的な商品の

提供を行ってまいります。

②事業フォーマットの明確化による店舗の収益力の強化

通常のスーパーマーケット店舗と生鮮＆業務スーパー店舗の事業フォーマットの方向性を明確にし、戦略的な

店舗投資等による店舗価値の向上により、店舗の収益力を強化してまいります。

③構造改革によるキャッシュ・フローの改善

人員体制の適正化及び競争力のある店舗に経営資源を集中する等により、キャッシュ・フローを改善させてまい

ります。また、取引金融機関と借入金元本の一定期間の返済猶予について協議を行い同意を得ております。

④財務基盤安定のための資本増強

上記の経営改善策を進めることにより、収益力を強化するとともに、資本増強等も検討してまいります。これ

らにより、経営基盤及び財務基盤の安定化を図ってまいります。

上記の施策を進めることにより、店舗の収益力の強化を図り、経営基盤及び財務基盤の安定化に努めてまいりま

す。しかしながら、これらの施策を講じても、業績及び資金面での改善を図る上で重要な要素となる売上高の確保

は外部要因に大きく依存することになるため、当該中期経営計画が計画通り進捗しない可能性もあり、継続企業の

前提に関する重要な不確実性が認められます。

なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影

響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成26年５月29日付で、アルピコホールディングス株式会社から第三者割当増資の払込みを受けました。

この結果、第１四半期連結累計期間において資本金及び資本準備金がそれぞれ189,658千円増加し、当第３四半期連

結会計期間末において資本金が1,286,658千円、資本剰余金が1,008,658千円となっております。

（セグメント情報等）

当社及び連結子会社は、報告セグメントがスーパーマーケット事業一つであるため、セグメント情報の記載は

省略しております。
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